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金融機関における戦略情報システムコンセプト
StrategiclnformationSYStemConceptofFinancialInstitutions

ニューヨークやロンドンの金融市場と肩を並べるまでに発展した東京は,一

国のマーケットの動きが直ちに他国のマーケットに影響を及ぼす世界三大金融

市場の一つとなった｡すなわち,金融における本格的なグローバル化の始まr)で

ある｡当然の流れとして,わが国金融市場の開放が求められ金融の自由化へと歩

み出した｡金融機関の経営トップもこの大きな変革に対応し,新たなビジネス

の展開へ向け歩み出しつつある｡その経営戦略のかなめとして重要視されだし

たのが情報システムの戟略的活用である｡｢情報を制する者は経営を刺する｡+

と言われる背景は何か,またシステムを構成する戟略的要素とは何かを考察し,

'90年代に向けての戦略的銀行経営展開の支えとしての情報システムコンセプト

について考える｡

n 緒 言

情報処理技術の革新的発展に伴い,現在のコンピュータシ

ステムは経営戦略のかなめとして重視されだした｡その根底

には,情報のシステム化とその活用が90年代の企業経営にと

って必要不可欠であるという経営トッ70層の認識がある｡世

界的規模で進展する金融の自由化と金融機関の再編成の中で,

わが国金融機関はかつて経験したことのない厳しい競争にさ

らされようとしている｡これまで全業態にわたって好調に推

移してきた金融機関の業績にも,業態間あるいは銀行間の格

差がみえ始めている｡こうした流れの中で,金融機関での戦

略情報システムの役割はますます重要になりつつある｡

本稿では,特に銀行の視点を中心に,今後の最重要課題の

一つである情報システムの戦略的活用方法とそのシステムコ

ンセプトについて考察する｡

同 戦略的銀行経営の展開

わが国金融機関が,'90年代に向けて経営戦略の大転換を図

ろうとしていることは論を待たない｡まず始めに戦略的銀行

経営の基本的構成要素とその背景について考えてみたい｡

マクロ的にみた第一･の背景としては,わが国経済の国際的

地位の向上が挙げられる｡世界的に経済の安定成長化が定着

する中で,わが国経済は相対的にみると順調な成長を遂げ,

世界経済の牽(けん)引車的役割を果たしつつある｡また,巨

額の貿易黒字を背景とした対外投資拡大の結果,超債権国と

してのわが国の責任も急速に増大している｡さらにニューヨ

山口光雄* 〟ょね〟0陥7糊gαCゐg

山下廉太郎** ∬∂血相托棚SゐZJα

武田昭雄***』々わ7滋々g血

ーク,ロンドンと並び世界の三大金融センターの一つとして

の地位を確立した東京市場の動きに世界が注目している｡

第二に金融のグローバル化,同質化が進む中で,各国のさ

まぎまな思わくも絡みながら金融制度改革の動きが急である｡

ECでば92年の統合化に向けて,銀行の単一免許制,ユニバー

サルバンキング化を核にした青写真が完成しつつある｡EC城

外諸国に対する相互主義の適用は,邦銀にとっても最大関心

事の一つである｡また米国でも銀行と証券の分離をうたった

グラスステイーグル法の見直しが進行中である｡先行き不透

明な点が多いものの,欧州に次いで米国でもユニバーサルバ

ンキング化が進むと,わが国に対しても直接的,間接的に大

きな影響が予想される｡州際業務規制の緩和と並んで注目を

要する動きである｡こういった欧米の動きに刺激されながら,

わが国での金融の自由化も着々と進展しつつある｡金利の自

由化は小口預金の取l)扱いを残すだけとなっているし,金融

制度調査会の答申などにより業際化の将来方向も徐々に骨格

がみえ始めている｡一方では,先進各国の金融機関のイーコ

ールフッティングを目指したBIS(Bank
forInternational

Settlements Countries)による自己資本比率の国際統一基準

が設定され,わが国金融機関にとってそれへの対応が大きな

課題になっていることは周知のとおりである｡

第三の背景は顧客の変化である｡大変革を遂げつつあるの

は金融機関だけではない｡先に述べたわが国の国際的地位の

向上につれて,金融機関の顧客もまた大きな転換期を迎えつ

*株J(会社F卜占総†ナ計州肝死所
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日立製作所人森ソー7トウエア工場
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日本経済のウエート上昇 債権国としての責任増大 東京市場の拡大
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図l戦略的銀行経営の展開 金融機関の経営環境は大きく変化Lつつあり,･90年代に向けての戦略的銀行経営の展開が課題となっている｡

つある｡企業という点からみると,経済のソフト化,サービ

ス化を中心に産業構造の転換が進んでいる｡また,従来の輸

出指向形国際化の時代が終わり,わが国のリーディングイン

ダストリーの海外現地生産拠点の拡大が続いておI),最終的

にはマーケテイングや研究開発機能も含んだ自己完結形国際

化を目指している｡こうした経営戦略の転換に伴い,企業の

財務戦略にも大きな変化がみられる｡国内外の資金調達,運

用手段の多様化が顕著である｡個人に目を転じてみても,経

済的,時間的,精神的ゆとりの増大につれて,ライフスタイ

ルが大きく変化している｡また高齢化社会の進展も見逃せな

い要因であり,一般消費者と金融機関のかかわりにも微妙な

変化が表れつつある｡

第四の要因としては,エレクトロニクス,情報処理分野で

の技術革新が挙げられる｡,88年度は都市銀行,大手証券会社

を中心に次々と第三次オンラインシステムが稼動に入った｡

また,グローバルネットワークの構築も急速に進展しつつあ

ー),金融機関でのコンピュータシステムは巨大化の一途をた

どっている｡一方,人工知能,エキスパートシステムの発達

もあり,経営のあらゆる分野にコンピュータの存在が不可欠

になりつつある｡
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このようなさまざまな環境変化の中で,金融機関は,90年代

に向けて新しい経営戦略の構築に努力している｡その詳細を

ここで論じることは差し控えるが,,90年代での銀行経営のキ

ーワードは,情報産業化,グローバル化,マーケット指向,

収益重視,リスクマネジメント,新金融技術といったところ

となろう｡いずれにせよ,こうした戟略展開には情報システ

ムの存在が不可欠となる｡しかも,従来の省力化形システム

とは異なった,正に経営の根幹に深くかかわった情報システ

ムの構築が求められている｡これがSIS(StrategicInformation

System),すなわち戦略情報システムの重要性が叫ばれるわけ

である(図1)｡

田 SISのシステムコンポーネント

環境変化への柔軟な対応が求められている現在,情報シス

テムの戦略的活用が,これからの経営戦略に大きな効果をも

たらすと言える｡ではSISの戟略的要素とは何か,システム構

築に当たり必要とする要件とは何かについて考察する｡

3,lSISの戦略要素

SISは図2に示すとおり,SISの戦略要素が統合化され融合

化したとき,経営に最大の効果をもたらす｡コンピュータテ
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図2 SISの戦略要素 SISはコンピュータテクニックスとマーケテ

イングテクニックスとの融合である｡技術の研究もこの要素を中心に進

められている｡

クニックスとしてのネットワーク戟略とデータベース戦略の

2要素およぴマーケティングテクニックスとしての組織戦略

と顧客戟略の2要素である｡

第一のネットワーク戦略は,迅速,正確,タイムリーに情

報をデリバリーする技術である｡必要なとき,必要な人,必

要な所へ瞬時に情報を送り届ける,それも瞬間にして判断し

やすいイメージに編集し,ニューヨーク,ロンドンなどグロ

ーバルな規模にである｡ネットワーク戦略の活用は,経営判

断情報をタイムリーに届けられるため,従来のように定期的

に実施していた経営計画に加え,PLAN･DO･SEEが必要な

ときにいつでも可能となる戦略が実現することになる｡さら

にネットワークは,ファームバンキング,ホームバンキング

にみられるとおり,企業と企業,企業と個人のきずな強化策

ともなる｡つまり企業囲い込み戦略へと展開されていく｡

第二のデータベース戦略は,経営上の意思決定事項を的確

に判断し方向付けするために,情報を蓄積し,各種パラメー

タ設定によるシミュレーションを実施するなど,情報加工を

可能とする戟略である｡これは,知識情報の蓄積にほかなら

ず,経営者は必要とするとき,知識化された情報を活用し知

恵へと転換する｡

これらネットワーク戦略,データベース戦略は,高度に発

展したコンピュータテクニックスの積極的な活用にほかなら
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ない｡

第三の組織戟略は,経営コンセプトの確立と方針決定のた

めの技術武装である｡そのためには,まず各自の企業がおか

れている経営環境を分析･把握すること,つまり事実を認識

することかち始まる｡企業のポジショニング分析である｡実

績管理,収益管理がこれに相当する｡そして貢献差益法,リ

スクマネジメント手法,ALM(資産負債管理)手法などの経営

技術手法を駆使して経営方針の設定へと結び付ける｡

第四の顧客戦略は,確立された経営コンセプトのもと,マ

ーケットにより近い立場に立ち,マスタープラン,アクショ

ンプランを決定し実行してい〈技術である｡自由化の進展に

伴いマーケットを従来のように一つの均質的な集まりと考え

るのではなく,個々の特性ある企業･個人･地域とみて,お

のおのセグメント化し分析,マーケテイングする必要がある｡

金融機関としての個性化,優位化,差異化への展開である｡

各種コンサルテーション技法活用による取引先の開拓または

きずなの強化,ポートフォリオ技術駆使による運用の最適化,

顧客情報充実によるマーケテイング力強化などが考えられる｡

今後,コンピュータの技術を前提としたマーケティングテク

ニックスの理論と研究がより活発になっていくものと思われ

る｡

3.2 SISのシステムコンポーネント

コンピュータシステムには物事をこなすシステム,つまり

決められたとおり確実に物事を処理する目的として作られた

ものと,さばくシステム,つまり判断を支援する目的として

作られたものの2種類に分けられる｡こなすために作られた

システムは,第一i欠オンラインから第二次オンラインシステ

ムヘと現在まで発展してきた各種の業務処理システムと言え

る｡これに対しSISは,さばくシステムとして今後展開してい

く新たなシステムと言える｡このSISの構築を考える場合,

第一に必要なことは,戦略要素であるネットワーク戟略,

データベース戦略,組織戦略,顧客戦略を効果的にしくみ作

りに取り入れることである｡

第二に重要なことは,データを人間が知恵へと活用できる

までに発展させることである｡あふれるほどある情報からの

経営判断は不可能である｡ノイズを取り去り,いかに判断情

報として定量化,定性化するかが設計のポイントとなる｡

図3にSISを構築する際のシステムコンポーネントについて

示す｡データが,情報へさらに知識へと発展していくプロセ

スを,やは-)システムの中にしくみとして取り入れることが

大切である｡最後に,経営戟略として決定された事柄を迅速

に,実行する人々またはシステムへフィードバックする仕掛

けも忘れてはならない｡なお,すでに報告しているCIB3)

(ComputerIntegratedBanking)のシステムコンセプトは,

こなすシステムからさばくシステムを含め,統合化したシス

テムコンセプトとなる｡
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図3 SISシステムコンポーネント SISを構築するには,マーケテイングテクニックス,コンピュータテクニックスの要素をしくみに取り入

れ,データ→情報→知識→知恵への流れをシステム化する必要がある｡

n SISのコンセプトと支える技術

今まで考察してきたシステム構築の考え方に,どのような

戦略的アプリケーションを実行すべきか,SISを考えるうえで

の概念について考えてみる｡金融商品は,金額の大小,金利

が固定か変動か,調達･運用の長さが短期か長期か,取り扱

いなどの条件などの組み合わせにより,さまぎまな形態が生

まれる｡今まではこれらの条件に規制があり,金融商品およ

び業態が決められ金融市場が形成されていた｡当然,運用･

調達に対する市場の考え方も比較的固定的と言えよう｡今後,

これらの条件が緩和され業際化,金融商品の多様化時代へと

変化する｡つまF),金融商品を選択するのは顧客となる｡こ

れは顧客主導形マーケットへの変ぼうを意味する｡これへの

対応として金融機関は提案形営業への脱皮が必要となる｡調

達に対するマーケティングカの強化が,SISシステムコンセプ

トを考えるうえでの第一のテーマとなってくる｡次に運用面

をみると,やはり自由化の進展に伴い運用マーケットも多様

化,競争の激化へと変ぼうしている｡ハイリスク･ハイリタ

ーン市場へどのような技術武装のもとで対応すべきか,SISシ

ステムコンセプト立案への第二のテーマである｡最後に,金
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融とは資金の調達と運用の資金の流れ(キャッシュフロー)を

意味する｡調達と運用のバランスを的確に把握し,いかにマ

ネジメントしていくか,第三のテーマとして組織戦略対応の

システムがこれを支援していくであろう｡従来の固定的,均

質的な集まりで形成された市場とは異なる点を認識し,情報

システムを経営上の課題などをさばくシステムとして位置づ

け考えていく必要がある｡図4にSISのシステムコンセプトを,

表1にそれらを支える技術動向をまとめてみる｡

6 SIS構築へのアプローチ

コンピュータ技術の発展は,従来よりはるかに複雑,高度

な問題を情報化によって解決することを可能にした｡そして,

戟略情報システムという新たな理念を生み出した｡従来の既

存組織の活動を支援する考え方(戦術)から,経営そのものを

支援する考え方(戦略)への転換である｡これは,今までのよ

うな各部門のニーズにこたえながら個別の問題をひとつひと

つ解決する方法では,もはや対応しきれない時代に入ってき

たことを意味する｡当然のことながら,システムの形態も従

来の個々の目的別システムの集合体から,柔軟で安定した基

盤構造の上で,次々に戦略的な付加価値を生み出していく組



金融機関における戦略情報システムコンセプト 121

21

資金運用戦略

一運用支援情報システム群一

組織戦略

一本部統合情報システムー

経営環境を把軌 調達･運用バラン

スを考え,迅速な経営判断を行う｡

●実績管理

●収益管理

●資産･負債管理
●リスクマネジメント

●顧客管理充実によるマーケ
テイング力強化

●ポートフォリオ戦略システ

ム化による運用の最適化

●リスクマネジメント充実に
よる財務体質強化

●リレーションシスプマネジ

メントによる顧客囲い込み

■◆l選択しだい

で,リスク

にもチャンス

にもなる市場

経営戦略を迅速にフィードバック

●顧客管理充実によるマーケ
テイング力強化

●商品企画･品ぞろえの充実

●コンサルティング力強化に

よる提案形営業推進

一調達支援情報システム群一

資金調達戦略

集¶
V
へ

.‖】｢

報情

イ一
顧客が選ぷ

市場

運用マーケット

●運用マーケットの多様化

●競争の激化

●ハイリスク･ハイリターン市場化

●マーケットのリテイル化

実
行
基
幹
シ
ス
テ
ム

業
務
処
理
な
ど
を
行
う
｡

マ

ー

ケ

ッ

ト

●顧客主導形マーケット

ヘの変ぽう

●商品拡大選択肢多様化

●収益性ウエートの高まり

●コンサルティングニーズ増大

調達マーケット

図4 金融機関のSISシステムコンセプト マーケテイング力強化を軸とした運用･調達への対応と,経営バラ

ンスを定量的,定性的にとらえるシステムづくりが望まれる｡

表l金融機関のSISを支える技術動向 現在,戦略要素の研究が,活発に行われている｡

コンピュータテクニックス マーケテイングテクニックス

ネットワーク戦略 データベース戦略 組 織 戟 略 顧 客 戦 略

●OS】 ●ファイルニ重更新 ●独算性(貢献差益法) ●数量化‡空論
●lSDN ●高信頼･高性能専用デー ●M&Aシミュレータ ●ポジショニング‡里論

●VAN 夕べース(FMB) ●マーケテイングミックス ●RM手法

●バンクPOS ●大規模汎(はん)用データ 技法 ●スコアリング技法
●+AN ペース(×DM) ●バリューアナリシス ●シミュレーテッドテスト

●自動運用 ●RDB,SQL ●アイデンティティ理論 マーケテイング

●無停止オンライン ●分散形RDB,RFS,NFS ●リスクマネジメント ●.予測･最適化モデリング
●CMS ●汎用OAソフト(OFIS/POL) ●ファイナンシャルプラン 技法

●ワークグループコンビュ ●汎用DSS(EXCEED, こング

ーティング EXCEED2)

●Alツール(ES/KERNEL)
●ファジーエンジン

●ニューロコンピューティング

●エキスパートシステム

●オフバランス技術

i主:略語説明 OSl(Open Systems hterconnection)

1SDN(lntegrated Services Digital

POS(Point of Sale)

CMS(Cash Management Service)

FMB(Fi】e Manager for Banks)

×DM(Extensjble Data Manager)

RDB(RelationalData Base)

SQL(Structured Query Language)

RFS(Remote File Sharing)

NFS(Network File Sharjng)

OFIS/POL(Office automation and

DSS(Decision Support System)

EXCEED2(Executive management

Network)

lntelligence support Software/Prob】em Oriented Language)

Decision support system2)
ES/KERNEL(ExperlSystem/KERNEL)

M&A(Mergers&Acquisitions)

RM(Re加ionship Management)
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織体へと変える必要がある｡つまF),システム理念も変化す

る｡このことは,SIS構築へのアプローチに対しても変化を求

めるものであり,企業での事業成功要因(ビジネスサクセスフ

ァクタ)を的確にとらえ,企業成長の鍵(かぎ)を握るコンセ70

トを立案し,企業戟略を情報システムに的確に反映させてい

くための一連の計画技法が必要となる｡さらに,経営者に対

してもこれらの理解を前提とした新たな考え方とタスクが要

求されることになる｡トンプ自らの参画による情報システム

企画部門の意識改革が重要とされ,リーダとしで情報担当役

員が任命され推進される｡情報システム企画チームは,経営

の最前線に躍り出た情報を扱う部署として経営中枢とかかわ

F)あっていくことになる｡

これらは,システムの稼動という観点からみても大きな遠

いとして表れる｡従来のシステムの構築では,プロジェクト

の問題点,不具合な点が発生した場合は納期の遅延という形

で表面化し,経営に寄与する時期が遅れるという結果として

表れる｡しかし,SISはどうであろうか｡おそら〈不具合や問

題点を内在したままシステムは稼動し運用が進められる｡し

かし,現実には情報活用部門はそのシステムを使えないし,

使わないという形で表れ膨大な投資がむだ催いとなり,組織

内の不協和音へとつながっていくことが考えられる｡｢戦略を

立てる+,｢戦略を各組織のタスクに分割する+,｢各組織での

実戦を立てる+という3段階のプロセスとして体系化した情

報システム統合計画技法HIPLAN(HitachiIntegrated

PlanningforInfomationSystem)を開発した目的は以上述

べてきた点にある｡金融での事例を図5に紹介する｡

8 結 言

以上 SISが求められる背景と,SISの戦略要素を考察し,

システムコンセプトおよびそれを支える技術について述べた｡

しかし,いまSISを考える場合懸念されることは,センセーシ

ョナルな情報に流され夢物語のような非現実的なシステムイ

メージを考える人々と,好業績の中,情報システムの必要性

を軽視する人々と,両極端な現象がみられることである｡

本来情報システムは,経営を支援するまでに発展してきた

情報処理技術を,すなおに,効果的に活用しようという点に

ある｡金融の自由化は,マネジメントのかじ取りしだいでリ

スクにもチャンスにもなる革命であり,経営環境の変化に対

応したしくみ作r)と組織ぐるみの意識改革が必要である｡金

融機関の体質強化のもと,よりいっそうの発展を目指す金融

市場形成のため,戟略情報システムのしくみ作りは,これか

らが本格的スタートなのである｡
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ステップ1.経営環境の変化と対応戦略の把握

(命題)

金融の自由化は収益----一

に影響

自由化範囲 減益率(%) 所要経費削減率(%)

300万円以上 31.69 12.1

完全自由化 74.88 28.59

資料二株式会社日立総合計画研究所試算

(地方銀行の事例)

ステップ2.国際的な環境変化と対応戦略の把握

金利自由化への対応___-

を失敗し,1982年米

国貯蓄貸付組合の倒

産件数増大

区分 年 1977 1986 1982

運用 固定金利構成(%) 8(∋.0 80.3 74.9

調達 自由金利構成(%) 2.1 47.7 60.9

注:金利の自由化で,預金金利の上昇,逆ざやへの

対応が遅れる｡

(資料:連邦準備制度理事会)

ステップ3.業態での経営分析

地方銀行での自由金

利調達の増大

区分 年 1986年3月 1987年3月 1988年3月

地方銀行 9.6% 13.7% 21.4%

注:自由金利構成比率(資料:日本銀行)

ステップ4.企業自体の経営分析(ポジショニング分析)

自行の構成比率は,→-自由金利商品による調達は確実に増加

ステップ5.経営課題の設定

●自由金利の調達比率をいつでも把握

●1%の金利上昇に対する収益への影響をシミュレーションLたい｡

ステップ6.戦略情報システムコンセプトの立案

●収益管理システムコンセプトの立案

●資産負債管理システムコンセプトの立案

図5 情報システム戦略企画へのアプローチ事例(H】PLAN-SV:
Hitachilnteg｢ated Planning fo｢lnfo｢mation System-Strategic

System Vision) 企業戦略を情報システムに的確に反映させていく

ためには,体系化されたプロセスのもと実施していく必要がある｡
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